
                        
 

 

熊谷市教育委員会公告式規則の一部を改正する規則  

熊谷市教育委員会公告式規則（平成１７年教育委員会規則第１号）

の一部を次のように改正する。 

 第２条第１項を削り、同条第２項を同条第１項とし、同条第３項中

「別表に定める掲示場」を「市のホームページに設置した電子掲示場」

に改め、同項に次のただし書を加える。 

  ただし、災害その他特別の事由により電子掲示場に掲示すること

ができないときは、別表に定める掲示場に掲示してこれを行うこと

ができる。 

 第２条第３項を同条第２項とする。 

 第４条の次に次の１条を加える。 

 （委任） 

第５条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が

別に定める。 

附 則 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。  

日程第２ 議案第５号 



                           
日程第２ 議案第６号  

 

熊谷市立小・中学校職員服務規程の一部を改正する訓令  

熊谷市立小・中学校職員服務規程（平成１７年教育委員会訓令第４

号）の一部を次のように改正する。 

第７条第１項中「執務開始時刻までに出勤し、直ちに所定の出勤簿

に自ら押印しなければならない」を「勤務を要する日の執務開始時刻

までに出勤しなければならない」に改め、同条第２項中「出勤簿に記

載して置かなければならない」を「勤務整理簿に記載しておかなけれ

ばならない」に改め、同条第３項中「出勤簿」を「勤務整理簿」に改

める。 

第２８条第３号中「職員出勤簿統計表」を「職員勤務整理簿統計表」

に改める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この訓令は、令和７年４月１日から施行する。  

（熊谷市立小・中学校事務共同実施運営規程の一部改正）  

２ 熊谷市立小・中学校事務共同実施運営規程（平成２９年教育委員

会訓令第２号）の一部を次のように改正する。 

別記様式中「出勤簿」を「勤務整理簿」に改める。 



議案第６号の参考資料  

 

熊 谷 市 立 小・中 学 校 職 員 服 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 新 旧 対

照 表  

熊 谷 市 立 小・中 学 校 職 員 服 務 規 程（ 平 成 １ ７ 年 教 育 委 員 会 訓 令

第 ４ 号 ）  

（ 下 線 部 分 は 改 正 部 分 ）  

改   正   案  現      行  

（ 出 勤 ）  （ 出 勤 ）  

第 ７ 条  職 員 は 、 校 長 の 定 め る 勤 務 を 要 す

る 日 の 執 務 開 始 時 刻 ま で に 出 勤 し な け れ

ば な ら な い 。  

第 ７ 条  職 員 は 、 校 長 の 定 め る 執 務 開 始 時

刻 ま で に 出 勤 し 、 直 ち に 所 定 の 出 勤 簿 に

自 ら 押 印 し な け れ ば な ら な い 。  

２  職 員 の 出 張 、 研 修 、 休 暇 、 欠 勤 、 遅 刻

又 は 早 退 等 の 場 合 は 、 校 長 又 は 校 長 の あ

ら か じ め 指 定 す る 職 員 が 、 そ の 旨 を 勤 務

整 理 簿 に 記 載 し て 置 か な け れ ば な ら な

い 。  

２  職 員 の 出 張 、 研 修 、 休 暇 、 欠 勤 、 遅 刻

又 は 早 退 等 の 場 合 は 、 校 長 又 は 校 長 の あ

ら か じ め 指 定 す る 職 員 が 、 そ の 旨 を 出 勤

簿 に 記 載 し て 置 か な け れ ば な ら な い 。  

３  勤 務 整 理 簿 の 様 式 は 、 教 育 委 員 会 が 別

に 定 め る 。  

３  出 勤 簿 の 様 式 は 、 教 育 委 員 会 が 別 に 定

め る 。  

（ 校 務 報 告 ）  （ 校 務 報 告 ）  

第 ２ ８ 条  校 長 は 、 次 の 事 項 に つ い て は 速

や か に 教 育 委 員 会 に 報 告 し な け れ ば な ら

な い 。  

第 ２ ８ 条  校 長 は 、 次 の 事 項 に つ い て は 速

や か に 教 育 委 員 会 に 報 告 し な け れ ば な ら

な い 。  

⑴ ・ ⑵  （ 略 ）  ⑴ ・ ⑵  （ 略 ）  

⑶  職 員 勤 務 整 理 簿 統 計 表  ⑶  職 員 出 勤 簿 統 計 表  

⑷ ～ ⑿  （ 略 ）  ⑷ ～ ⑿  （ 略 ）  

 



 

 

日程第２ 議案第７号                   

熊谷市公民館条例施行規則の一部を改正する規則 

熊谷市公民館条例施行規則（平成１７年教育委員会規則第３５号）

の一部を次のように改正する。 

第２条を次のように改める。 

（区域、供用施設及び分館組織） 

第２条 組織としての公民館の名称及びその所管する主な区域は、別

表第１のとおりとする。 

２ 前項の公民館の用に供する主な施設は、別表第２のとおりとする。 

３ 第１項の公民館（熊谷市中央公民館及び熊谷市妻沼中央公民館を

除く。）に組織としての分館を設ける。 

４ 前項の分館の名称及び略称は、別表第３のとおりとする。 

５ 第３項の分館の区域は、その属する公民館の区域とする。 

第６条第２号イ中「（中央公民館に限る。）」を削り、同号ウ中「関す

ること」の次に「（他の課が維持管理するものを除く。）」を加え、同号

オを次のように改める。 

オ 削除 

第６条第３号エ中「関すること」の次に「（熊谷市教育に関する事務

の職務権限の特例に関する条例（平成２２年条例第３２号）の規定に

より市長が管理し、及び執行する事務を除く。）」を加える。 

第８条中「ほか、」を「ほか」に改める。 

別表を次のように改める。 

別表第１（第２条関係） 

名称 主な区域 

熊谷市中央

公民館 

熊谷市全域 



 

 

熊谷市妻沼

中央公民館 

熊谷市全域 

 

熊谷市第１

中央公民館 

本町一丁目、本町二丁目、仲町、星川一丁目、星川二丁

目、鎌倉町、弥生一丁目、弥生二丁目、宮町一丁目、宮

町二丁目、末広一丁目、末広二丁目、末広三丁目、筑波

一丁目、筑波二丁目、筑波三丁目、銀座一丁目、銀座二

丁目、銀座三丁目、銀座四丁目、銀座五丁目、銀座六丁

目、銀座七丁目、箱田一丁目、箱田二丁目、箱田三丁

目、箱田四丁目、箱田五丁目、箱田六丁目、箱田七丁

目、桜木町一丁目、桜木町二丁目、万平町一丁目、万平

町二丁目、曙町一丁目、曙町二丁目、曙町三丁目、曙町

四丁目、曙町五丁目、肥塚、肥塚一丁目、肥塚二丁目、

肥塚三丁目、肥塚四丁目、中西一丁目、中西二丁目、中

西三丁目、中西四丁目、中央一丁目、中央二丁目及び中

央四丁目の全部。末広四丁目の一部、箱田の一部、河原

町二丁目の一部、宮前町二丁目の一部、上之の一部、上

川上の一部、平戸の一部、戸出の一部、円光一丁目の一

部、円光二丁目の一部、中央三丁目の一部及び中央五丁

目の一部 

熊谷市第２

中央公民館 

本石一丁目、本石二丁目、石原一丁目、石原二丁目、石

原三丁目、石原、月見町一丁目、月見町二丁目、赤城町

一丁目、赤城町二丁目、赤城町三丁目、榎町、宮本町、

伊勢町、見晴町、河原町一丁目、宮前町一丁目、大原一

丁目、大原三丁目、大原四丁目、桜町一丁目及び桜町二

丁目の全部。河原町二丁目の一部、宮前町二丁目の一



 

 

部、大原二丁目の一部、円光一丁目の一部及び円光二丁

目の一部 

熊谷市第３

中央公民館 

柿沼、代、原島、新島、小曽根、上中条、今井、大塚、上

奈良、中奈良、下奈良、四方寺及び奈良新田の全部。大原

二丁目の一部 

熊谷市東部

公民館 

佐谷田、問屋町一丁目、問屋町二丁目、問屋町三丁目、問

屋町四丁目、久下、太井、新川、久下一丁目、久下二丁目、

久下三丁目、久下四丁目、池上及び下川上の全部。末広四

丁目の一部、箱田の一部、上之の一部、上川上の一部、平

戸の一部、戸出の一部、中央三丁目の一部及び中央五丁目

の一部 

熊谷市西部

公民館 

玉井、久保島、新堀、高柳、玉井一丁目、玉井二丁目、

玉井三丁目、玉井四丁目、玉井五丁目、玉井南一丁目、

玉井南二丁目、玉井南三丁目、大麻生、小島、広瀬、川

原明戸、武体、瀬南、東別府、西別府、下増田、別府一

丁目、別府二丁目、別府三丁目、別府四丁目、別府五丁

目、三ケ尻、新堀新田、拾六間、御稜威ケ原、美土里町

一丁目、美土里町二丁目、美土里町三丁目、籠原南一丁

目、籠原南二丁目及び籠原南三丁目の全部 

熊谷市南部

公民館 

村岡、万吉、楊井、平塚新田、上恩田、中恩田、下恩田、

手島、小泉、屈戸、津田新田、中曽根、吉所敷、沼黒、高

本、津田、向谷、相上、玉作、箕輪、冑山、小八林、船木

台一丁目、船木台二丁目、船木台三丁目、船木台四丁目、

船木台五丁目、成沢、三本、上新田、押切、樋春、御正新

田、江南中央一丁目、江南中央二丁目、江南中央三丁目、

須賀広、野原、小江川、塩、板井、柴及び千代の全部 



 

 

熊谷市北部

公民館 

妻沼、弥藤吾、妻沼中央、妻沼東一丁目、妻沼東二丁目、

妻沼東三丁目、妻沼東四丁目、妻沼東五丁目、男沼、妻沼

台、出来島、間々田、妻沼小島、妻沼西一丁目、妻沼西二

丁目、永井太田、飯塚、八木田、道ヶ谷戸、上江袋、原井、

市ノ坪、上根、江波、八ツ口、善ヶ島、上須戸、西城、田

島、西野、葛和田、日向、弁財、大野及び俵瀬の全部 

別表第２（第２条関係） 

名称 供用施設 

熊谷市中央

公民館 

熊谷市立市民ホール条例（平成１７年条例第１０７

号）第１条に規定する熊谷市立市民ホール（以下「市

民ホール」という。） 

熊谷市妻沼

中央公民館 

熊谷市公民館使用条例（平成１７年条例第１０４号。

以下「条例」という。）第１条に規定する熊谷市妻沼中

央公民館 

熊谷市第１

中央公民館 

条例第１条に規定する熊谷市熊谷東公民館、熊谷市桜

木公民館及び熊谷市肥塚公民館並びに市民ホール 

熊谷市第２

中央公民館 

条例第１条に規定する熊谷市大原公民館、熊谷市上石

公民館及び熊谷市荒川公民館並びに熊谷市立婦人児童

館設置及び管理条例（平成１７年条例第１３９号）第

１条に規定する熊谷市立婦人児童館 

熊谷市第３

中央公民館 

条例第１条に規定する熊谷市大幡公民館、熊谷市農村

センター条例（平成１７年条例第１８２号）第２条に

規定する熊谷市中条農村センター及び熊谷市農業活性

化センター条例（平成１７年条例第１８１号）第２条

に規定する熊谷市農業活性化センター 



 

 

熊谷市東部

公民館 

条例第１条に規定する熊谷市久下公民館、熊谷市佐谷

田公民館、熊谷市成田公民館及び熊谷市星宮公民館 

熊谷市西部

公民館 

条例第１条に規定する熊谷市玉井公民館、熊谷市大麻

生公民館、熊谷市別府公民館、熊谷市三尻公民館、熊

谷市籠原公民館及び熊谷市新堀公民館 

熊谷市南部

公民館 

条例第１条に規定する熊谷市江南公民館及び熊谷市吉

岡公民館並びに熊谷市立コミュニティ施設条例（平成

１７年条例第１２４号）第２条に規定する熊谷市立大

里コミュニティセンター 

熊谷市北部

公民館 

条例第１条に規定する熊谷市妻沼公民館、熊谷市太田

公民館、熊谷市男沼公民館、熊谷市小島公民館、熊谷

市長井公民館及び熊谷市秦公民館 

別表第３（第２条関係） 

公民館 

の名称 
分館の名称 分館の略称 

熊谷市第

１中央公

民館 

熊谷市第１中央公民館熊谷東分館 熊谷市熊谷東公民館 

熊谷市第１中央公民館桜木分館 熊谷市桜木公民館 

熊谷市第１中央公民館肥塚分館 熊谷市肥塚公民館 

熊谷市第

２中央公

民館 

熊谷市第２中央公民館大原分館 熊谷市大原公民館 

熊谷市第２中央公民館上石分館 熊谷市上石公民館 

熊谷市第２中央公民館荒川分館 熊谷市荒川公民館 

熊谷市第 

３中央公

民館 

熊谷市第３中央公民館大幡分館 熊谷市大幡公民館 

熊谷市第３中央公民館中条分館 熊谷市中条公民館 

熊谷市第３中央公民館奈良分館 熊谷市奈良公民館 

熊谷市東

部公民館 

熊谷市東部公民館久下分館 熊谷市久下公民館 

熊谷市東部公民館佐谷田分館 熊谷市佐谷田公民館 



 

 

熊谷市東部公民館成田分館 熊谷市成田公民館 

熊谷市東部公民館星宮分館 熊谷市星宮公民館 

熊谷市西

部公民館 

熊谷市西部公民館玉井分館 熊谷市玉井公民館 

熊谷市西部公民館大麻生分館 熊谷市大麻生公民館 

熊谷市西部公民館別府分館 熊谷市別府公民館 

熊谷市西部公民館三尻分館 熊谷市三尻公民館 

熊谷市西部公民館籠原分館 熊谷市籠原公民館 

熊谷市西部公民館新堀分館 熊谷市新堀公民館 

熊谷市南

部公民館 

熊谷市南部公民館大里分館 熊谷市大里公民館 

熊谷市南部公民館江南分館 熊谷市江南公民館 

熊谷市南部公民館吉岡分館 熊谷市吉岡公民館 

熊谷市北

部公民館 

熊谷市北部公民館妻沼分館 熊谷市妻沼公民館 

熊谷市北部公民館太田分館 熊谷市太田公民館 

熊谷市北部公民館男沼分館 熊谷市男沼公民館 

熊谷市北部公民館小島分館 熊谷市小島公民館 

熊谷市北部公民館長井分館 熊谷市長井公民館 

熊谷市北部公民館秦分館 熊谷市秦公民館 

附 則 

 この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

 



議案 第 ７ 号の 参 考 資料  
熊谷 市 公 民館 条 例 施行 規 則 の一 部 を 改正 す る 規則 案 新 旧対 照 表  

熊 谷市 公 民 館条 例 施 行規 則 （ 平成 １ ７ 年教 育 委 員会 規 則 第３ ５

号）  

（下 線 部 分は 改 正 部分 ）  

改 正 案 現 行 

  （ 区 域 、 供 用 施 設 及 び 分 館 組 織 ）  
第 ２ 条  組 織 と し て の 公 民 館 の 名 称 及 び

そ の 所 管 す る 主 な 区 域 は 、 別 表 第 １ の

と お り と す る 。  
２  前 項 の 公 民 館 の 用 に 供 す る 主 な 施 設

は 、 別 表 第 ２ の と お り と す る 。  
３  第 １ 項 の 公 民 館 （ 熊 谷 市 中 央 公 民 館

及 び 熊 谷 市 妻 沼 中 央 公 民 館 を 除 く 。）に

組 織 と し て の 分 館 を 設 け る 。  
４  前 項 の 分 館 の 名 称 及 び 略 称 は 、 別 表

第 ３ の と お り と す る 。  
５  第 ３ 項 の 分 館 の 区 域 は 、 そ の 属 す る

公 民 館 の 区 域 と す る 。  
（ 事 務 分 掌 ）  

第 ６ 条  （ 略 ）  
⑴  （ 略 ）  

⑵  管 理 係  
ア  （ 略 ）  
イ  公 民 館 の 管 理 に 関 す る こ と 。  
 
ウ  施 設 設 備 の 維 持 管 理 に 関 す る こ  

と （ 他 の 課 が 維 持 管 理 す る も の を  
除 く 。）。  

エ  （ 略 ）  
オ  削 除  
 
 
カ ～ ク  （ 略 ）  

⑶  事 業 係  
ア ～ ウ  （ 略 ）  
エ  体 育 及 び レ ク リ エ ー シ ョ ン に 関  

す る こ と （ 熊 谷 市 教 育 に 関 す る 事  
務 の 職 務 権 限 の 特 例 に 関 す る 条  
例 （ 平 成 ２ ２ 年 条 例 第 ３ ２ 号 ） の  
規 定 に よ り 市 長 が 管 理 し 、 及 び 執  
行 す る 事 務 を 除 く 。）。  

（ 区 域 ）  

第 ２ 条  公 民 館 の 区 域 は 、 別 表 の と お り

と す る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 事 務 分 掌 ）  
第 ６ 条  （ 略 ）  

⑴  （ 略 ）  

⑵  管 理 係  
ア  （ 略 ）  
イ  公 民 館 の 管 理 に 関 す る こ と （ 中  

央 公 民 館 に 限 る 。）。  
ウ  施 設 設 備 の 維 持 管 理 に 関 す る こ  

と 。  
 

エ  （ 略 ）  
オ  旧 妻 沼 町 の 区 域 の 公 民 館 の 管 理  

運 営 に 関 す る こ と （ 妻 沼 中 央 公 民  
館 に 限 る 。）。  

カ ～ ク  （ 略 ）  
⑶  事 業 係  

ア ～ ウ  （ 略 ）  
エ  体 育 及 び レ ク リ エ ー シ ョ ン に 関  

す る こ と 。  
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オ  （ 略 ）  

（ そ の 他 ）  
第 ８ 条  こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 必

要 な 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  
別 表 第 １ （ 第 ２ 条 関 係 ）  

名 称  主 な 区 域  

熊 谷 市

中 央 公

民 館  

熊 谷 市 全 域  

熊 谷 市

妻 沼 中

央 公 民

館  

熊 谷 市 全 域  

熊 谷 市

第 １ 中

央 公 民

館  

本 町 一 丁 目 、本 町 二 丁 目 、仲 町 、

星 川 一 丁 目 、 星 川 二 丁 目 、 鎌 倉

町 、 弥 生 一 丁 目 、 弥 生 二 丁 目 、

宮 町 一 丁 目 、 宮 町 二 丁 目 、 末 広

一 丁 目 、 末 広 二 丁 目 、 末 広 三 丁

目 、 筑 波 一 丁 目 、 筑 波 二 丁 目 、

筑 波 三 丁 目 、 銀 座 一 丁 目 、 銀 座

二 丁 目 、 銀 座 三 丁 目 、 銀 座 四 丁

目 、 銀 座 五 丁 目 、 銀 座 六 丁 目 、

銀 座 七 丁 目 、 箱 田 一 丁 目 、 箱 田

二 丁 目 、 箱 田 三 丁 目 、 箱 田 四 丁

目 、 箱 田 五 丁 目 、 箱 田 六 丁 目 、

箱 田 七 丁 目 、 桜 木 町 一 丁 目 、 桜

木 町 二 丁 目 、 万 平 町 一 丁 目 、 万

平 町 二 丁 目 、 曙 町 一 丁 目 、 曙 町

二 丁 目 、 曙 町 三 丁 目 、 曙 町 四 丁

目 、 曙 町 五 丁 目 、 肥 塚 、 肥 塚 一

丁 目 、肥 塚 二 丁 目 、肥 塚 三 丁 目 、

肥 塚 四 丁 目 、 中 西 一 丁 目 、 中 西

二 丁 目 、 中 西 三 丁 目 、 中 西 四 丁

目 、 中 央 一 丁 目 、 中 央 二 丁 目 及

び 中 央 四 丁 目 の 全 部 。 末 広 四 丁

目 の 一 部 、 箱 田 の 一 部 、 河 原 町

二 丁 目 の 一 部 、 宮 前 町 二 丁 目 の

一 部 、 上 之 の 一 部 、 上 川 上 の 一

部 、 平 戸 の 一 部 、 戸 出 の 一 部 、

円 光 一 丁 目 の 一 部 、 円 光 二 丁 目

の 一 部 、 中 央 三 丁 目 の 一 部 及 び

中 央 五 丁 目 の 一 部  

オ  （ 略 ）  
（ そ の 他 ）  

第 ８ 条  こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、

必 要 な 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  
別 表 （ 第 ２ 条 関 係 ）  

名 称  区 域  

熊 谷 市 中

央 公 民 館  

熊 谷 市 全 域  

熊 谷 市 妻

沼 中 央 公

民 館  

旧 妻 沼 町 全 域  

熊 谷 市 大

里 公 民 館  

旧 大 里 町 全 域  

熊 谷 市 江

南 公 民 館  

旧 江 南 町 全 域  

同  熊 谷

東 公 民 館  

箱 田 の 一 部 、 上 之 の 一 部 、 末 広

二 丁 目 、 末 広 三 丁 目 、 末 広 四 丁

目 の 一 部 、 箱 田 五 丁 目 の 一 部 、

中 西 一 丁 目 、 中 西 二 丁 目 、 中 西

三 丁 目 、 中 西 四 丁 目 、 中 央 二 丁

目 の 一 部 、 筑 波 一 丁 目 、 筑 波 二

丁 目 、筑 波 三 丁 目 、銀 座 一 丁 目 、

銀 座 二 丁 目 、 銀 座 三 丁 目 、 銀 座

四 丁 目 、 銀 座 五 丁 目 、 銀 座 六 丁

目 、 銀 座 七 丁 目 、 平 戸 の 一 部 、

戸 出 の 一 部 、 本 町 一 丁 目 の 一

部 、 本 町 二 丁 目 の 一 部 、 星 川 一

丁 目 の 一 部 、 星 川 二 丁 目 、 弥 生

一 丁 目 の 一 部 、 弥 生 二 丁 目  

同  桜 木

公 民 館  

曙 町 一 丁 目 、 曙 町 二 丁 目 、 曙 町

三 丁 目 、 曙 町 四 丁 目 、 曙 町 五 丁

目 、 万 平 町 一 丁 目 、 万 平 町 二 丁

目 、 桜 木 町 一 丁 目 、 桜 木 町 二 丁

目 、 河 原 町 二 丁 目 の 一 部 、 宮 前

町 二 丁 目 の 一 部  
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熊 谷 市

第 ２ 中

央 公 民

館  

本 石 一 丁 目 、 本 石 二 丁 目 、 石 原

一 丁 目 、 石 原 二 丁 目 、 石 原 三 丁

目 、 石 原 、 月 見 町 一 丁 目 、 月 見

町 二 丁 目 、 赤 城 町 一 丁 目 、 赤 城

町 二 丁 目 、赤 城 町 三 丁 目 、榎 町 、

宮 本 町 、 伊 勢 町 、 見 晴 町 、 河 原

町 一 丁 目 、 宮 前 町 一 丁 目 、 大 原

一 丁 目 、 大 原 三 丁 目 、 大 原 四 丁

目 、桜 町 一 丁 目 及 び 桜 町 二 丁 目

の 全 部 。 河 原 町 二 丁 目 の 一 部 、

宮 前 町 二 丁 目 の 一 部 、大 原 二 丁

目 の 一 部 、円 光 一 丁 目 の 一 部 及

び 円 光 二 丁 目 の 一 部  

熊 谷 市

第 ３ 中

央 公 民

館  

柿 沼 、代 、原 島 、新 島 、小 曽 根 、

上 中 条 、 今 井 、 大 塚 、 上 奈 良 、

中 奈 良 、 下 奈 良 、 四 方 寺 及 び 奈

良 新 田 の 全 部 。大 原 二 丁 目 の 一

部  

熊 谷 市

東 部 公

民 館  

佐 谷 田 、 問 屋 町 一 丁 目 、 問 屋 町

二 丁 目 、 問 屋 町 三 丁 目 、 問 屋 町

四 丁 目 、 久 下 、 太 井 、 新 川 、 久

下 一 丁 目 、 久 下 二 丁 目 、 久 下 三

丁 目 、 久 下 四 丁 目 、 池 上 及 び 下

川 上 の 全 部 。 末 広 四 丁 目 の 一

部 、 箱 田 の 一 部 、 上 之 の 一 部 、

上 川 上 の 一 部 、 平 戸 の 一 部 、 戸

出 の 一 部 、中 央 三 丁 目 の 一 部 及

び 中 央 五 丁 目 の 一 部  

熊 谷 市

西 部 公

民 館  

玉 井 、 久 保 島 、 新 堀 、 高 柳 、 玉

井 一 丁 目 、 玉 井 二 丁 目 、 玉 井 三

丁 目 、玉 井 四 丁 目 、玉 井 五 丁 目 、

玉 井 南 一 丁 目 、 玉 井 南 二 丁 目 、

玉 井 南 三 丁 目 、 大 麻 生 、 小 島 、

広 瀬 、 川 原 明 戸 、 武 体 、 瀬 南 、

東 別 府 、 西 別 府 、 下 増 田 、 別 府

一 丁 目 、 別 府 二 丁 目 、 別 府 三 丁

目 、 別 府 四 丁 目 、 別 府 五 丁 目 、

三 ケ 尻 、 新 堀 新 田 、 拾 六 間 、 御

稜 威 ケ 原 、 美 土 里 町 一 丁 目 、 美

土 里 町 二 丁 目 、 美 土 里 町 三 丁

目 、 籠 原 南 一 丁 目 、 籠 原 南 二 丁

目 及 び 籠 原 南 三 丁 目 の 全 部  

同  肥 塚

公 民 館  

肥 塚 の 一 部 、 肥 塚 一 丁 目 、 肥

塚 二 丁 目 、 肥 塚 三 丁 目 、 円 光

一 丁 目 の 一 部 、 円 光 二 丁 目 の

一 部 、 中 央 一 丁 目 の 一 部 、 中

央 三 丁 目 の 一 部 、中 央 四 丁 目 、

中 央 五 丁 目 の 一 部 、 箱 田 六 丁

目 の 一 部 、 箱 田 七 丁 目 の 一 部  

同  箱 田

公 民 館  

箱 田 一 丁 目 、 箱 田 二 丁 目 、 箱

田 三 丁 目 、 箱 田 四 丁 目 、 箱 田

五 丁 目 の 一 部 、 箱 田 六 丁 目 の

一 部 、 箱 田 七 丁 目 の 一 部 、 中

央 一 丁 目 の 一 部 、 中 央 二 丁 目

の 一 部  

同  宮 町

公 民 館  

宮 町 一 丁 目 の 一 部 、 宮 町 二 丁

目 、 本 町 一 丁 目 の 一 部 、 本 町 二

丁 目 の 一 部 、 末 広 一 丁 目 、 筑 波

一 丁 目 の 一 部 、 上 之 の 一 部  

同  石 原

公 民 館  

石 原 一 丁 目 の 一 部 、 石 原 二 丁

目 、 石 原 三 丁 目 、 本 石 一 丁 目 、

本 石 二 丁 目 、 石 原 の 一 部 、 桜

町 一 丁 目  

同  大 原

公 民 館  

大 原 一 丁 目 、 大 原 二 丁 目 の 一

部 、 大 原 三 丁 目 、 大 原 四 丁 目

の 一 部 、 円 光 一 丁 目 の 一 部 、

円 光 二 丁 目 の 一 部 、 石 原 一 丁

目 の 一 部 、 桜 町 二 丁 目  

同  上 石

公 民 館  

石 原 の 一 部 、 赤 城 町 一 丁 目 、

赤 城 町 二 丁 目 、赤 城 町 三 丁 目 、

月 見 町 一 丁 目 、月 見 町 二 丁 目 、

大 原 四 丁 目 の 一 部  

同  荒 川

公 民 館  

伊 勢 町 、 榎 町 、 宮 本 町 、 河 原

町 一 丁 目 、 河 原 町 二 丁 目 の 一

部 、 見 晴 町 、 宮 前 町 一 丁 目 、

宮 前 町 二 丁 目 の 一 部  

同  久 下

公 民 館  

久 下 、 新 川 、 久 下 一 丁 目 、 久

下 二 丁 目 、 久 下 三 丁 目 、 久 下

四 丁 目 、 佐 谷 田 の 一 部  

同  佐 谷

田 公 民 館  

佐 谷 田 の 一 部 、 戸 出 、 平 戸 の

一 部 、 末 広 四 丁 目 の 一 部 、 問

屋 町 一 丁 目 、 問 屋 町 二 丁 目 、

問 屋 町 三 丁 目 、 問 屋 町 四 丁 目  
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熊 谷 市

南 部 公

民 館  

村 岡 、 万 吉 、 楊 井 、 平 塚 新 田 、

上 恩 田 、中 恩 田 、下 恩 田 、手 島 、

小 泉 、屈 戸 、津 田 新 田 、中 曽 根 、

吉 所 敷 、 沼 黒 、 高 本 、 津 田 、 向

谷 、 相 上 、 玉 作 、 箕 輪 、 冑 山 、

小 八 林 、 船 木 台 一 丁 目 、 船 木 台

二 丁 目 、 船 木 台 三 丁 目 、 船 木 台

四 丁 目 、 船 木 台 五 丁 目 、 成 沢 、

三 本 、 上 新 田 、 押 切 、 樋 春 、 御

正 新 田 、 江 南 中 央 一 丁 目 、 江 南

中 央 二 丁 目 、 江 南 中 央 三 丁 目 、

須 賀 広 、 野 原 、 小 江 川 、 塩 、 板

井 、 柴 及 び 千 代 の 全 部  

熊 谷 市

北 部 公

民 館  

妻 沼 、 弥 藤 吾 、 妻 沼 中 央 、 妻 沼

東 一 丁 目 、 妻 沼 東 二 丁 目 、 妻 沼

東 三 丁 目 、 妻 沼 東 四 丁 目 、 妻 沼

東 五 丁 目 、 男 沼 、 妻 沼 台 、 出 来

島 、 間 々 田 、 妻 沼 小 島 、 妻 沼 西

一 丁 目 、 妻 沼 西 二 丁 目 、 永 井 太

田 、 飯 塚 、 八 木 田 、 道 ヶ 谷 戸 、

上 江 袋 、 原 井 、 市 ノ 坪 、 上 根 、

江 波 、八 ツ 口 、善 ヶ 島 、上 須 戸 、

西 城 、 田 島 、 西 野 、 葛 和 田 、 日

向 、 弁 財 、 大 野 及 び 俵 瀬 の 全 部  

別 表 第 ２ （ 第 ２ 条 関 係 ）  

名 称  供 用 施 設  

熊 谷 市

中 央 公

民 館  

熊 谷 市 立 市 民 ホ ー ル 条 例（ 平 成

１ ７ 年 条 例 第 １ ０ ７ 号 ）第 １ 条

に 規 定 す る 熊 谷 市 立 市 民 ホ ー

ル（ 以 下「 市 民 ホ ー ル 」と い う 。） 

熊 谷 市

妻 沼 中

央 公 民

館  

熊 谷 市 公 民 館 使 用 条 例（ 平 成 １

７ 年 条 例 第 １ ０ ４ 号 。 以 下 「 条

例 」 と い う 。） 第 １ 条 に 規 定 す

る 熊 谷 市 妻 沼 中 央 公 民 館  

熊 谷 市

第 １ 中

央 公 民

館  

条 例 第 １ 条 に 規 定 す る 熊 谷 市

熊 谷 東 公 民 館 、熊 谷 市 桜 木 公 民

館 及 び 熊 谷 市 肥 塚 公 民 館 並 び

に 市 民 ホ ー ル  

 

同  成 田

公 民 館  

上 之 の 一 部 、 末 広 四 丁 目 の 一

部 、 上 川 上 、 中 央 三 丁 目 の 一

部 、 中 央 五 丁 目 の 一 部  

同  大 幡

公 民 館  

原 島 、 代 、 柿 沼 、 新 島 、 大 原

二 丁 目 の 一 部  

同  玉 井

公 民 館  

玉 井 の 一 部 、 玉 井 一 丁 目 の 一

部 、 玉 井 二 丁 目 、 玉 井 三 丁 目 、

玉 井 四 丁 目 、 玉 井 五 丁 目 、 玉

井 南 一 丁 目 、 玉 井 南 二 丁 目 、

玉 井 南 三 丁 目 、 久 保 島 、 高 柳  

同  大 麻

生 公 民 館  

大 麻 生 、 広 瀬 、 川 原 明 戸 、 小

島 、 武 体 、 瀬 南  

同  中 条

公 民 館  

今 井 、 小 曽 根 、 上 中 条 、 大 塚  

同  奈 良

公 民 館  

上 奈 良 、 中 奈 良 、 下 奈 良 、 奈

良 新 田 、 四 方 寺  

同  別 府

公 民 館  

東 別 府 、 西 別 府 、 下 増 田 、 別

府 一 丁 目 、 別 府 二 丁 目 、 別 府

三 丁 目 、 別 府 四 丁 目 、 別 府 五

丁 目 、 玉 井 一 丁 目 の 一 部  

同  三 尻

公 民 館  

三 ケ 尻 の 一 部 、拾 六 間 の 一 部 、

御 稜 威 ケ 原 、新 堀 新 田 の 一 部 、

籠 原 南 一 丁 目 の 一 部 、 籠 原 南

二 丁 目 の 一 部 、 籠 原 南 三 丁 目

の 一 部  

同  吉 岡

公 民 館  

万 吉 、 村 岡 、 平 塚 新 田 、 楊 井  

同  太 井

公 民 館  

太 井  

同  星 宮

公 民 館  

池 上 、 下 川 上  

同  籠 原

公 民 館  

新 堀 の 一 部 、 三 ケ 尻 の 一 部 、

拾 六 間 の 一 部 、 新 堀 新 田 の 一

部 、 美 土 里 町 一 丁 目 、 美 土 里

町 二 丁 目 、 美 土 里 町 三 丁 目 、

籠 原 南 一 丁 目 の 一 部 、 籠 原 南

二 丁 目 の 一 部 、 籠 原 南 三 丁 目

の 一 部  

 
 



改 正 案 現 行 

  

 

熊 谷 市

第 ２ 中

央 公 民

館  

条 例 第 １ 条 に 規 定 す る 熊 谷 市

大 原 公 民 館 、熊 谷 市 上 石 公 民 館

及 び 熊 谷 市 荒 川 公 民 館 並 び に

熊 谷 市 立 婦 人 児 童 館 設 置 及 び

管 理 条 例（ 平 成 １ ７ 年 条 例 第 １

３ ９ 号 ）第 １ 条 に 規 定 す る 熊 谷

市 立 婦 人 児 童 館  

熊 谷 市

第 ３ 中

央 公 民

館  

条 例 第 １ 条 に 規 定 す る 熊 谷 市

大 幡 公 民 館 、熊 谷 市 農 村 セ ン タ

ー 条 例（ 平 成 １ ７ 年 条 例 第 １ ８

２ 号 ）第 ２ 条 に 規 定 す る 熊 谷 市

中 条 農 村 セ ン タ ー 及 び 熊 谷 市

農 業 活 性 化 セ ン タ ー 条 例（ 平 成

１ ７ 年 条 例 第 １ ８ １ 号 ）第 ２ 条

に 規 定 す る 熊 谷 市 農 業 活 性 化

セ ン タ ー  

熊 谷 市

東 部 公

民 館  

条 例 第 １ 条 に 規 定 す る 熊 谷 市

久 下 公 民 館 、熊 谷 市 佐 谷 田 公 民

館 、熊 谷 市 成 田 公 民 館 及 び 熊 谷

市 星 宮 公 民 館  

熊 谷 市

西 部 公

民 館  

条 例 第 １ 条 に 規 定 す る 熊 谷 市

玉 井 公 民 館 、熊 谷 市 大 麻 生 公 民

館 、 熊 谷 市 別 府 公 民 館 、 熊 谷 市

三 尻 公 民 館 、熊 谷 市 籠 原 公 民 館

及 び 熊 谷 市 新 堀 公 民 館  

熊 谷 市

南 部 公

民 館  

条 例 第 １ 条 に 規 定 す る 熊 谷 市

江 南 公 民 館 及 び 熊 谷 市 吉 岡 公

民 館 並 び に 熊 谷 市 立 コ ミ ュ ニ

テ ィ 施 設 条 例（ 平 成 １ ７ 年 条 例

第 １ ２ ４ 号 ）第 ２ 条 に 規 定 す る

熊 谷 市 立 大 里 コ ミ ュ ニ テ ィ セ

ン タ ー  

熊 谷 市

北 部 公

民 館  

条 例 第 １ 条 に 規 定 す る 熊 谷 市

妻 沼 公 民 館 、 熊 谷 市 太 田 公 民

館 、 熊 谷 市 男 沼 公 民 館 、 熊 谷 市

小 島 公 民 館 、熊 谷 市 長 井 公 民 館

及 び 熊 谷 市 秦 公 民 館  

 
 

同  新 堀

公 民 館  

玉 井 の 一 部 、 新 堀 の 一 部 、 玉

井 一 丁 目 の 一 部 、 籠 原 南 一 丁

目 の 一 部  

同  本 町

公 民 館  

本 町 一 丁 目 の 一 部 、 仲 町 、 星

川 一 丁 目 の 一 部 、 弥 生 一 丁 目

の 一 部 、 宮 町 一 丁 目 の 一 部 、

鎌 倉 町  

同  妻 沼

公 民 館  

妻 沼 、 弥 藤 吾 、 妻 沼 中 央 、 妻

沼 東  

同  太 田

公 民 館  

飯 塚 、 永 井 太 田 、 八 木 田 、 道

ヶ 谷 戸 、 上 江 袋 、 原 井 、 市 ノ

坪  

同  男 沼

公 民 館  

男 沼 、 妻 沼 台 、 出 来 島 、 間 々

田 、 妻 沼 西  

同  小 島

公 民 館  

妻 沼 小 島  

同  長 井

公 民 館  

善 ヶ 島 、 八 ツ 口 、 江 波 、 上 根 、

西 野 、 西 城 、 上 須 戸 、 田 島  

同  秦 公

民 館  

葛 和 田 、 日 向 、 俵 瀬 、 弁 財 、

大 野  

 



改 正 案 現 行 

  
 別 表 第 ３ （ 第 ２ 条 関 係 ）  

公 民 館  

の 名 称  
分 館 の 名 称  分 館 の 略 称  

熊 谷 市

第 １ 中

央 公 民

館  

熊 谷 市 第 １ 中 央

公 民 館 熊 谷 東 分

館  

熊 谷 市 熊 谷

東 公 民 館  

熊 谷 市 第 １ 中 央

公 民 館 桜 木 分 館  

熊 谷 市 桜 木

公 民 館  

熊 谷 市 第 １ 中 央

公 民 館 肥 塚 分 館  

熊 谷 市 肥 塚

公 民 館  

熊 谷 市

第 ２ 中

央 公 民

館  

熊 谷 市 第 ２ 中 央

公 民 館 大 原 分 館  

熊 谷 市 大 原

公 民 館  

熊 谷 市 第 ２ 中 央

公 民 館 上 石 分 館  

熊 谷 市 上 石

公 民 館  

熊 谷 市 第 ２ 中 央

公 民 館 荒 川 分 館  

熊 谷 市 荒 川

公 民 館  

熊 谷 市

第 ３ 中

央 公 民

館  

熊 谷 市 第 ３ 中 央

公 民 館 大 幡 分 館  

熊 谷 市 大 幡

公 民 館  

熊 谷 市 第 ３ 中 央

公 民 館 中 条 分 館  

熊 谷 市 中 条

公 民 館  

熊 谷 市 第 ３ 中 央

公 民 館 奈 良 分 館  

熊 谷 市 奈 良

公 民 館  

熊 谷 市

東 部 公

民 館  

熊 谷 市 東 部 公 民

館 久 下 分 館  

熊 谷 市 久 下

公 民 館  

熊 谷 市 東 部 公 民

館 佐 谷 田 分 館  

熊 谷 市 佐 谷

田 公 民 館  

熊 谷 市 東 部 公 民

館 成 田 分 館  

熊 谷 市 成 田

公 民 館  

熊 谷 市 東 部 公 民

館 星 宮 分 館  

熊 谷 市 星 宮

公 民 館  

 



改 正 案 現 行 

   
熊 谷 市

西 部 公

民 館  

熊 谷 市 西 部 公 民

館 玉 井 分 館  

熊 谷 市 玉 井

公 民 館  

熊 谷 市 西 部 公 民

館 大 麻 生 分 館  

熊 谷 市 大 麻

生 公 民 館  

熊 谷 市 西 部 公 民

館 別 府 分 館  

熊 谷 市 別 府

公 民 館  

熊 谷 市 西 部 公 民

館 三 尻 分 館  

熊 谷 市 三 尻

公 民 館  

熊 谷 市 西 部 公 民

館 籠 原 分 館  

熊 谷 市 籠 原

公 民 館  

熊 谷 市 西 部 公 民

館 新 堀 分 館  

熊 谷 市 新 堀

公 民 館  

熊 谷 市

南 部 公

民 館  

熊 谷 市 南 部 公 民

館 大 里 分 館  

熊 谷 市 大 里

公 民 館  

熊 谷 市 南 部 公 民

館 江 南 分 館  

熊 谷 市 江 南

公 民 館  

熊 谷 市 南 部 公 民

館 吉 岡 分 館  

熊 谷 市 吉 岡

公 民 館  

熊 谷 市

北 部 公

民 館  

熊 谷 市 北 部 公 民

館 妻 沼 分 館  

熊 谷 市 妻 沼

公 民 館  

熊 谷 市 北 部 公 民

館 太 田 分 館  

熊 谷 市 太 田

公 民 館  

熊 谷 市 北 部 公 民

館 男 沼 分 館  

熊 谷 市 男 沼

公 民 館  

熊 谷 市 北 部 公 民

館 小 島 分 館  

熊 谷 市 小 島

公 民 館  

熊 谷 市 北 部 公 民

館 長 井 分 館  

熊 谷 市 長 井

公 民 館  

熊 谷 市 北 部 公 民

館 秦 分 館  

熊 谷 市 秦 公

民 館  

 



議案 第 ７ 号の 参 考 資料  
熊 谷市 公 民 館使 用 条 例施 行 規 則の 一 部 を改 正 す る規 則 案 新旧 対

照表  

熊 谷市 公 民 館 使 用 条 例施 行 規 則（ 平 成 １７ 年 教 育委 員 会 規則 第

３６ 号 ）  

（下 線 部 分は 改 正 部分 ）  

改 正 案 現 行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

様 式 第 １ 号 （ 第 ３ 条 関 係 ）  

 
様 式 第 ２ 号 （ 第 ４ 条 関 係 ）  

 

 

様 式 第 １ 号 （ 第 ３ 条 関 係 ）  

 
様 式 第 ２ 号 （ 第 ４ 条 関 係 ）  

 



議案 第 ７ 号の 参 考 資料  
熊 谷市 教 育 委員 会 事 務専 決 規 程の 一 部 を改 正 す る訓 令 案 新旧 対

照表  

熊 谷市 教 育 委員 会 事 務専 決 規 程（ 平 成 １７ 年 教 育委 員 会 訓令 第

１号 ）  

（下 線 部 分は 改 正 部分 ）  

改 正 案 現 行 

  

 

（ 趣 旨 ）  
第 １ 条  こ の 訓 令 は 、 熊 谷 市 教 育 委 員 会

教 育 長 に 対 す る 事 務 委 任 規 則（ 平 成 1 7
年 教 育 委 員 会 規 則 第 ７ 号 ） そ の 他 の 法

令 等 の 規 定 に よ り 教 育 長 が 処 理 す る こ

と と な る 事 務 の 一 部 を 、 教 育 委 員 会 部

局 の 教 育 次 長 並 び に 課 長 、 熊 谷 学 校 給

食 セ ン タ ー 所 長 、 江 南 学 校 給 食 セ ン タ

ー 所 長 、 中 央 公 民 館 長 、 妻 沼 中 央 公 民

館 長 、 第 １ 中 央 公 民 館 長 、 第 ２ 中 央 公

民 館 長 、 第 ３ 中 央 公 民 館 長 、 東 部 公 民

館 長 、 西 部 公 民 館 長 、 南 部 公 民 館 長 、

北 部 公 民 館 長 、 文 化 セ ン タ ー 所 長 、 文

化 会 館 長 、 熊 谷 図 書 館 長 、 プ ラ ネ タ リ

ウ ム 館 長 、 大 里 図 書 館 長 、 妻 沼 図 書 館

長 、 江 南 図 書 館 長 、 江 南 文 化 財 セ ン タ

ー 所 長 及 び 教 育 研 究 所 長（ 以 下「 課 長 」

と い う 。）に 専 決 さ せ る た め 、必 要 な 事

項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 趣 旨 ）  
第 １ 条  こ の 訓 令 は 、 熊 谷 市 教 育 委 員 会

教 育 長 に 対 す る 事 務 委 任 規 則（ 平 成 1 7
年 教 育 委 員 会 規 則 第 ７ 号 ） そ の 他 の 法

令 等 の 規 定 に よ り 教 育 長 が 処 理 す る こ

と と な る 事 務 の 一 部 を 、 教 育 委 員 会 部

局 の 教 育 次 長 並 び に 課 長 、 熊 谷 学 校 給

食 セ ン タ ー 所 長 、 江 南 学 校 給 食 セ ン タ

ー 所 長 、 中 央 公 民 館 長 、 妻 沼 中 央 公 民

館 長 、文 化 セ ン タ ー 所 長 、文 化 会 館 長 、

熊 谷 図 書 館 長 、 プ ラ ネ タ リ ウ ム 館 長 、

大 里 図 書 館 長 、 妻 沼 図 書 館 長 、 江 南 図

書 館 長 、 江 南 文 化 財 セ ン タ ー 所 長 及 び

教 育 研 究 所 長 （ 以 下 「 課 長 」 と い う 。）

に 専 決 さ せ る た め 、 必 要 な 事 項 を 定 め

る も の と す る 。  



○７つの地域館の対象区域（案）

議案第７号の参考資料

公民館

第１中央

主な区域（小学校区に基づき設定）

熊谷東・熊谷西・桜木

第２中央

第３中央

東部

石原・熊谷南

大幡・中条・奈良

佐谷田・久下・成田星宮

西部

南部

北部

大麻生・玉井・別府・三尻・籠原・新堀

吉岡・吉見・市田・江南南・江南北

長井・秦・妻沼・小島・妻沼西

北部公民館

西部公民館

南部公民館

第１中央

公民館

第２中央

公民館

第３中央公民館

東部公民館



議案第７号の参考資料

○公民館再編（R6〜9年度）の工程表（案）

区分 再編前 1-3月 区分 再編後 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

中央館

妻沼中央 妻沼中央
熊谷東
桜木
肥塚
箱田
宮町
本町

石原

大原

上石

荒川

大幡

中条

奈良

久下
佐谷田
成田
太井
星宮
玉井

大麻生
別府
三尻
籠原
新堀
大里
江南
吉岡
妻沼
太田
男沼
小島
長井
秦

公民館組織
2024（R6）

公民館組織
2025（R7）年度 2026（R8）年度 2027（R9）年度

備考
現状 広域化 事務室設置開始 減免制度改正

備考

広域館

地

域

館

地

域

館

第1中央

中央中央館 中央

第1中央公民館事務室の機能
は、中央公民館が担当（職
員兼務）

第2中央

第3中央

同上

最寄りの生涯活動センター
整備を機に同センター内に
事務室を設置

西部

東部

北部公民館事務室の機能
は、妻沼中央公民館が担当
（職員兼務）

同上

北部

南部

市
と
地
域
の
役
割
分
担
の
明
確
化

規
約
改
正
、
交
付
金
制
度
拡
充
に
よ
る
地
域
側
の
再
編

関
係
規
則
等
改
正

２
月
定
例
教
育
委
員
会
提
案

公
民
館
の
区
域
の
拡
大

妻
沼
中
央
公
民
館
は
市
の
全
域
、
各
地
域
館
は
7
つ
の
区
域
で
従
前
よ
り
広
域
化

第
1
中
央
公

民
館
事
務
室

（
市
民
ホ
ー

ル
内
）
設
置

北
部
公
民
館

事
務
室
（
妻

沼
中
央
公
民

館
内
）
設
置

第
２
中
央
公
民

館
事
務
室
（
第

２
中
央
生
涯
活

動
セ
ン
タ
ー

内
）
設
置供

用
施
設
の
減
免
制
度
改
正

免
除
は
適
用
せ
ず
に
原
則
減
額
。
一
定
の
受
益
者
負
担
を
導
入

大幡会館供用開始

三尻会館供用開始

大麻生会館供用開始

佐谷田会館供用開始

第
３
中
央
公

民
館
事
務
室

（
く
ま
ぴ
あ

内
）
設
置



 

 

日程第２ 議案第８号                  

熊谷市公民館使用条例施行規則の一部を改正する規則 

熊谷市公民館使用条例施行規則（平成１７年教育委員会規則第３６

号）の一部を次のように改正する。 

様式第１号中 

「 

使用室名 
ホール(  ) 会議室 和室 調理室 その他 

物品(                   ) 

                             」を 

「 

施設名  
室名・ 

備品名 
 

                            」に、 

様式第２号中 

「 

使用室名 
ホール(  ) 会議室 和室 調理室 その他（  ） 

物品(                   ) 

                             」を 

「 

施設名  
室名・ 

備品名 
 

                            」 

に改める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和７年４月１日から施行する。 



 

 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現にある改正前の様式による用紙については、

当分の間、これに所要の調整をして使用することができる。 



 

 

日程第２ 議案第９号                 

 

熊谷市教育委員会事務専決規程の一部を改正する訓令 

熊谷市教育委員会事務専決規程（平成１７年教育委員会訓令第１号）

の一部を次のように改正する。 

 第１条中「妻沼中央公民館長」の次に「、第１中央公民館長、第２

中央公民館長、第３中央公民館長、東部公民館長、西部公民館長、南

部公民館長、北部公民館長」を加える。 

附 則 

 この訓令は、令和７年４月１日から施行する。 

 

 

 


